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ま
ず
は
回
想
録
か
ら
l
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
に
十

年
近
く
、
や
っ
と
学
問
研
究
の
場
に
戻
ろ
う
と
、
昭
和
四
一

年
、
大
阪
大
学
大
学
院
（
修
士
課
程
）
に
入
学
し
た
。
学
部

卒
業
時
に
『
狭
衣
物
語
』
を
扱
っ
た
関
係
上
、
引
き
続
き
平

安
後
期
物
語
に
情
熱
を
燃
や
す
べ
く
、
文
学
部
資
料
室
の
書

架
で
フ
ト
目
に
止
ま
っ
た
の
が
古
典
文
庫
本
『
在
明
の
別
』

l
ま
さ
に
宿
命
的
な
出
会
い
と
申
す
べ
き
か
。
悪
戦
苦
闘
の

末
、
巻
三
冒
頭
部
分
の
錯
簡
を
証
明
し
、
天
理
図
書
館
報
「

ピ
ブ
リ
ア
」
第
三
四
号
に
発
表
、
い
わ
ば
学
会
へ
の
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
形
l
。
こ
れ
が
機
縁
で
当
時
名
古
屋
大
学
の
松

村
博
司
先
生
を
初
め
、
中
京
の
諸
先
生
の
指
導
を
受
け
、
「

在
明
の
別
錯
簡
政
」
を
祝
し
て
、
高
木
市
之
助
先
生
は
じ
め

連
名
の
「
雲
叫
肌
会
賞
」
を
賜
っ
た
（
そ
の
中
身
は
名
産
き
し

め
ん
）
の
も
懐
か
し
く
有
り
難
い
思
い
出
で
あ
る
。
昭
和
四

三
年
一
月
、
修
士
論
文
「
在
明
の
別
に
つ
い
て
の
研
究
」
を

提
出
（
一
部
に
「
ザ
イ
メ
イ
ノ
ベ
ツ
」
て
何
や
？
l
の
声
あ

り
）
、
翌
年
、
松
村
博
司
・
石
川
倣
両
先
生
の
ご
尽
力
あ
っ

て
、
問
題
に
て
桜
楓
社
よ
り
刊
行
、
当
時
ご
在
職
の
林
和
比

古
先
生
還
暦
を
祝
し
、
犬
養
孝
先
生
の
題
等
を
か
た
じ
け
な

く
し
た
。
大
学
院
博
士
課
程
に
進
ん
だ
初
夏
、
『
在
明
の
別

』
作
者
に
関
し
て
中
古
文
学
会
発
表
、
こ
う
し
て
平
安
後
期

・
鎌
倉
時
代
物
語
の
研
究
は
軌
道
に
乗
り
始
め
た
。
山
岸
徳

平
・
松
尾
聡
両
先
生
の
知
遇
を
受
け
、
五
年
後
に
『
あ
さ
ぢ

が
露
の
研
究
』
（
昭
和
四
九
年
）
を
刊
行
、
そ
の
問
、
当
時

天
理
大
学
の
中
村
忠
行
先
生
の
ご
支
援
を
賜
っ
て
い
る
。
「

院
生
た
る
者
、
一
年
間
に
二
本
は
論
考
を
活
字
発
表
し
な
く

く
ち
ゃ
，
タ
メ
！
！
」
と
、
語
気
鋭
く
叱
吃
激
励
く
だ
さ
っ
た
一

犬
養
先
生
、
縦
横
に
研
究
の
場
を
提
供
く
だ
さ
っ
た
林
先
生
1

1
両
師
の
絶
大
な
支
え
を
受
け
て
、
今
の
私
が
あ
る
。
一

さ
て
研
究
余
滴
！
。
以
後
『
松
浦
宮
物
語
』
『
岩
清
水
』

『
い
は
で
し
の
ぶ
』
『
風
に
つ
れ
な
き
』
『
苔
の
衣
』
『
む

ぐ
ら
』
『
我
が
身
に
た
ど
る
姫
君
』
『
風
に
紅
葉
（
春
日
山

）
』
『
木
播
の
時
雨
』
『
亦
露
ゆ
か
し
き
大
将
』
『
小
夜
衣

』
『
忍
び
音
』
『
白
露
』
『
あ
き
き
り
』
『
葉
月
物
語
絵
巻

』
『
兵
部
卿
』
『
別
本
八
重
枠
』
『
松
陰
中
納
言
物
語
』
『

夢
の
通
ひ
路
』
『
夜
寝
覚
（
改
作
本
）
』
と
、
つ
ぎ
つ
ぎ
学

部
・
大
学
院
生
を
相
手
に
読
み
続
け
て
き
た
。
神
野
藤
昭
夫

・
三
角
洋
一
・
阿
部
好
臣
各
氏
l
在
京
の
俊
秀
と
も
ど
も
、

家
内
を
巻
き
込
ん
で
計
五
人
編
に
な
る
『
平
安
後
期
物
語
選

』
（
浜
松
中
納
言
・
狭
衣
・
夜
の
寝
覚
・
と
り
か
へ
ば
や
・

提
中
納
言
昭
和
五
八
年
三
月
、
和
泉
書
院
）
を
作
成
し
た

の
も
懐
か
し
い
。
『
夜
の
寝
覚
』
四
部
構
造
に
関
す
る
野
口



元
大
・
永
井
和
子
両
氏
の
論
、
『
狭
衣
物
語
』
に
闘
す
三
谷

栄
一
氏
の
系
統
輸
な
ど
、
今
後
も
興
味
あ
る
命
題
で
あ
ろ
う

し
、
『
二
巻
本
む
ぐ
ら
』
『
あ
き
き
り
』
『
苔
の
衣
絵
巻
』

の
新
出
な
ど
解
明
を
待
つ
対
象
は
数
限
り
な
く
多
い
。

松
尾
聡
・
小
木
喬
氏
の
知
遇
を
受
け
、
散
逸
物
語
復
元
の

方
法
論
を
勉
強
し
た
が
、
近
時
、
樋
口
芳
麻
呂
・
三
角
洋
一

氏
ら
の
活
躍
は
腔
目
に
価
し
よ
う
。
か
つ
て
日
本
古
典
文
学

影
印
叢
刊
『
物
語
二
百
番
歌
合
・
風
葉
和
歌
集
桂
切
』
の
月

報
一
四
に
拙
稿
「
物
語
評
論
と
物
語
二
百
番
歌
合
」
を
発
表

し
た
が
、
一
部
に
樋
口
氏
の
成
果
を
み
る
（
同
氏
『
平
安
・

鎌
倉
時
代
散
逸
物
語
の
研
究
』
（
ひ
た
く
書
房
）
所
収
）
よ

う
に
、
『
物
語
二
百
番
歌
合
』
と
『
無
名
草
子
』
と
の
諸
々

の
関
係
、
さ
ら
に
『
風
葉
和
歌
集
』
を
取
り
込
ん
で
、
三
者

聞
に
お
け
る
物
語
・
物
語
歌
、
そ
の
詞
書
、
さ
ら
に
評
論
の

位
置
付
け
な
ど
、
今
後
に
委
ね
ら
れ
た
研
究
テ
l
マ
は
魅
力

的
で
あ
る
。
た
だ
、
昨
今
の
論
考
の
中
に
、
い
わ
ば
枝
葉
末

節
、
重
箱
の
隅
を
楊
枝
で
ほ
じ
く
る
類
を
見
る
が
、
確
固
と

し
た
自
己
の
研
究
視
座
を
持
た
ね
ば
な
る
ま
い
。
加
え
て
、

言
葉
の
遊
戯
的
な
、
難
解
な
語
句
の
羅
列
に
よ
る
異
様
な
文

章
を
散
見
す
る
。
平
明
に
し
て
魁
力
的
な
文
章
l
思
わ
ず
読

ん
で
し
ま
っ
た
、
と
感
嘆
さ
せ
る
よ
う
な
文
を
綴
り
た
い
、

と
こ
れ
も
闘
戒
の
弁
。

最
後
に
蛇
足
な
が
ら
、
こ
の
期
の
研
究
に
適
し
た
参
考
文

献
と
し
て
①
「
特
集
総
覧
・
物
語
文
学
」
（
国
文
学
解
釈
と

鑑
賞
五
七
五
、
昭
和
五
五
年
一
月
、
至
文
堂
）
、
②
「
物

語
の
視
界
l
古
典
に
躍
る
創
意
の
群
れ
L

（
国
文
学
解
釈
と

鑑
賞
五
九
七
、
昭
和
五
六
年
一
一
月
、
至
文
堂
）
、
③
「

研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
」
①
物
語
文
学
（
昭
和
五
八
年
九

月
、
明
治
書
院
）
を
、
ま
ず
掲
げ
て
お
き
た
い
。
一

（
甲
南
女
子
大
学
）
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